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する内規第 14条、第 16条に基づき、平成 30年 2月 5日、第 1回審査委員会を開催した。本論文に
ついては、上記内規第 16条の条件を満たしていることを確認した。数値や番号の誤記、図表の表記
方法、文章表現等に対し、一部修正の指摘があり、修正を行ったうえで最終試験に臨むこととした。 
 また、副論文として予備審査時に確認した次の 2編を認めた。 
1) 宮本美穂，北山三津子．高齢者と家族が望む生活を実現する介護予防プラン作成の体制づくり．
岐阜県立看護大学紀要，第 14巻 1号，13-24，2014． 
2) 宮本美穂，北村眞弓．介護予防ケアマネジメントの実践効果と課題の検討～地域包括支援センタ
ー三職種合同の事例検討より～．日本在宅看護学会誌，3巻 2号，55-65，2015． 












































 内的整合性を Chronbach’s α係数で、時間的安定性をテスト再テスト法で、また基準関連妥当性
を山本他（1982）の自尊感情尺度及び単項目リカートスケールによる職務満足感との相関で検討し、
いずれも十分な結果を得た。 






 研究 3では、研究 2で抽出されなかった残りの半数の地域包括支援センター保健師、及び行政保健
分野保健師で経験 5年以上かつ高齢者分野を 2年以上担当している保健師を対象に質問紙調査を実施
し、地域包括支援センター保健師に特徴的なコンピテンシーとその決定因子について検討した。 
 特徴的なコンピテンシー項目抽出にあたっては、地域包括支援センター保健師のベテランと新人、
行政分野保健師の 3群を複数の基準を設けて比較し、①地域包括支援センターに特徴的で着任後早期
に獲得可能なコンピテンシー、②地域包括支援センターに特徴的で一定の経験を経て獲得されるコン
ピテンシー、③地域包括支援センターと行政分野に共通のコンピテンシー、④ベテラン地域包括支援
センター保健師でも獲得が不十分で今後研修が必要なコンピテンシー、⑤新任期の地域包括支援セン
ター保健師が獲得できていないコンピテンシー、のそれぞれに該当するコンピテンシーを抽出し、特
に「地域づくり」の能力不足を見出すなど、今後の研修や、行政分野から異動する保健師の能力獲得
につながる成果を得ることができた。 
 更に、コンピテンシー総得点及び各下位因子の決定因子を、個人要因と環境要因を独立変数として
検討し、行政分野での経験が有効な因子、行政以外の職務経験が有効な因子、研修が有効な因子など
を見出し、今後の研修等に貢献できる結果を得た。 
 多段階の研究を積み重ね、質的・量的に膨大なデータの分析を行いながらも丁寧にチェックリスト
を開発したことで、論理的に納得できる結果につながっており、意義ある研究であると認められる。 
公開審査では、審査委員から、本チェックリストの利点と欠点、今後の活用方法、地域包括支援セン
ター保健師としては新人あるいはベテランであっても、行政等の経験を含めると背景にばらつきがあ
り、それが結果に影響した可能性などについて質問があり、適切な回答がなされていた。また、この
チェックリストの活用や行政と協働した研修など、今後の課題についても適切に回答されていた。 
 以上を総合し、本論文は、研究の独創性、新規性、発展性、先行研究の適切な活用、データ収集と
分析の適切性、看護への示唆等、内規に定められた項目について基準を満たしており、看護の実践・
研究の発展に寄与する学術上価値ある論文であり、博士（看護学）の学位を授与するに値するものと
判定した。 
 
 
 
